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今回発表の

事業所や

サービスの

紹介

介護老人福祉施設200床、併設の在宅サービスセンターひので理想郷の園定員 40名、

デイサービスセンターサンライズ平井っ原定員15名、小規模多機能型居宅介護、ショ

ートステイ15床、居宅介護支援事業所、訪問介護員養成研修事業の7事業を運営。11

月に50床のユニット型特養サンライズ大泉が開設予定。 

法人理念「安心と充実の人生をご一緒に」を揚げ、サービスの提供を行っている。 

《１． 研究前の状況と課題》 

＜状況＞ 

日の出ホームでは稼働率がＨ２３年度９８．４

９％と安定しているが、インシデントの発生件数

がＨ２１年度２０７件、Ｈ２２年度２３６件、Ｈ

２３年度３０４件となり、年々増加傾向にある。

今まではインシデントが発生した後の再発防

止に力を入れていたが、結果としてインシデント

は年々増加していた。 

<課題> 

今後要介護度の重度化、利用ニーズの多様化が

進むことにより、更なるリスクの増大やインシデ

ントの増加が予測され、安定した稼働率が保てな

くなる可能性がある。そのため、今後は予防策や

ケアワーカーの稼働率意識向上にも力を入れる

必要がある。

《２．研究の目標と期待する成果・目的》 

＜目標＞ 

稼働率の安定に対する意識向上に繋がる取り

組みをすることで、ケアワーカーが広義としての

社会的役割を認識できることを期待する。（以下、

今回の研究を通して日の出ホームでは稼働率の

安定をＳＯＲと呼ぶことにした。） 

そして、リスクマネジメントを行う際にＳＯＲ

を意識することで、事故による入院数の減少、入

居者の安全安心を守る体制作りができると考え

た。 

<期待する成果> 

稼働率を意識することによって 

(1)稼働率を今後も安定させることができる。

(2)インシデントを発生させないケアの実現=先

を見据えたケアを行うことができる（例えば事故

による入院者数、インシデントの減少につなが

る）。 
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《３．具体的な取り組みの内容》

(1)リスク意識向上を目的とした印刷物の発行 

①毎月の稼働率・空床ベッド数・入院者数を添付

することで職員全体に月ごとの稼働率の推移や

経営的視点を周知し、入院に繋げない為の各フロ

アの取り組み等も紹介した。（リスク通信） 

② 毎月各フロアで発生したインシデントの分析

と集計を行い、事例を紹介していくつかの予防策

を記入した。（リスクレポート） 

(2)予防処置

時間帯分析、先を見据えたケアの実践。具体的

には、次の勤務時間に予想されるリスクを考え、

転倒ハイリスク者の優先順位（以下、リスク者

１・２・３とする）を勤務交代時に申し送る。 

(3)居室移動 

あるフロアにて転倒、転落などが相次いで発生

していた。そこのケアワーカーは１人で１７名の

入居者対応を行うため、安全安心のケアが保てな

い状態であった。 

そのためケアワーカー、入居者のバランスを考

えた居室移動を行った。 

《4．取り組みの結果と考察》
(１)①日頃稼働率を意識しづらい現場のケアワー

カーに現在の稼働率を知ってもらうことができ

た。 

②Ｈ２３年度の上半期と下半期を比較すると、下

半期で転倒・転落の件数は増加してしまったが、

外来受診を必要とした事故の件数は１５件から

１１件に減少できている。 

(２)予防処置の実施期間（Ｈ２４．１～Ｈ２４．

３）と前年同月期間を比較して、ケアワーカーの

判断ミスなどによるインシデントの件数は６件

から２件に減少した。また、リスク者１・２・３

に複数回挙がっている方のインシデント件数が、

予防処置実施前の 3 ヶ月では 6 件だったのに対

し、予防処置実施期間の 3 ヶ月は 2 件に減少す

ることができた。 

(３)居室移動前後の１ヶ月間のインシデントが１

６件から６件に減少した。食堂でのインシデント

が４件から０件になった。

また、居室移動後に実施したストレスについて

のアンケートでは、居室移動前よりストレスが減

少したと評価したケアワーカーが多くいた。 

さらに各取り組みを通して、骨折によって入院

に至る事故がＨ２２年度の５件から、Ｈ２３年度

は１件に減少することができた。よって、各取り

組みがリスクを減らそうとする意識向上に繋が

ったため減少したのではないかと考えた。

《５．まとめ、結論》

＜今後の課題＞ 

自立者の転倒・転落に関してはＨ２２年度１０

１件からＨ２３年度１４３件に増加した。よっ

て、自立者も含めたリスクマネジメントに取り組

む必要がある。 

＜結論＞

リスクの高い方の転倒・転落は減少出来てお

り、比較的短期間で事故の予防に繋げることがで

きた。

つまり稼働率を周知することにより、ＳＯＲを

維持することができれば、安定した収入が得られ

ることや、特養の社会的役割が果たせるというこ

とをケアワーカーが理解できたため、モチベーシ

ョンアップに繋がったのではないだろうか。それ

によりリスクを減少させたいという意識が生ま

れ、日の出ホーム全体で一致団結して取り組むこ

とができたのではないかと考えられる。 

《6．提案と発信》
今回の研究では「稼働率意識」がキーワードで

あり、普段ケアワーカーが意識しづらい法人の経

営面、社会的役割を意識するきっかけとなりまし

た。 

 ぜひ他の施設でも SOR を意識したリスクマネ

ジメントを行ってみてはいかがでしょうか？ 

【メモ欄】


